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国東市議会だより　24号　②

平成23年第3回定例会
会期は９月９日(金)から30日(金)までの22日間開催され、議案12件、認定
14件などを可決しました。

平
成
23
年
第
３
回
臨
時
会

　

市
民
病
院
改
築
工
事
入
札
の
事

務
を
検
査
す
る
市
民
病
院
改
築
工

事
調
査
特
別
委
員
会
（
溝
部
元
生

委
員
長
）
は
、
８
月
５
日
に
開
催

さ
れ
た
第
３
回
臨
時
会
に
お
い
て

委
員
長
報
告
を
行
い
ま
し
た
。
溝

部
委
員
長
か
ら
は
、
「
事
務
は
適

正
に
処
理
さ
れ
て
い
た
が
、
今
回

の
入
札
が
、
総
合
評
価
落
札
方
式

で
あ
っ
た
た
め
、
制
度
自
体
が
市

民
に
浸
透
し
て
お
ら
ず
、
説
明
不

足
も
あ
り
、
疑
義
を
も
た
れ
る
要

素
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
今
後

は
、
客
観
性
、
透
明
性
を
高
め
入

札
、
契
約
に
関
す
る
適
正
な
事
務

の
遂
行
を
期
待
す
る
。
」
と
調
査

結
果
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
上
関
原
子
力
発
電
所
建

設
計
画
に
関
す
る
意
見
書
提
出
が

議
員
発
議
に
よ
り
提
案
さ
れ
全
会

一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

市
民
病
院
改
築
工
事
調
査
特
別
委
員
会

調
査
結
果
を
報
告

平
成
22
年
度
の
決
算
額
を
認
定

一
般
会
計
歳
出
決
算
額

２
０
６
億
８
７
３
万
円

特
別
会
計
歳
出
決
算
額１０

４
億
２
，
６
１
７
万
円

９月補正予算
一般会計補正額１４億７，０９１万円
　　〔総額〕２０１億４，８０７万円
【歳出の主なもの】

・安岐武蔵消防署統合建設にかかる費用　　　１９，３３６万円

・道路の改良にかかる費用　　　　　　　　　　１，９１９万円

・海抜標識設置事業　　　　　　　　　　　　　1，632万円

・エコなまちづくり推進事業　　　　　　　　　１，５１２万円

・ゲートボール場の管理棟新設にかかる費用　　　　２６０万円

特別会計補正予算
・住宅新築資金等貸付事業　　　　　　　　　　　　１０７万円
・国東自動車学校　　　　　　　　　　　　　　　　８２９万円
・国民健康保険事業　　　　　　　　　　　　　３，１４０万円
・介護保険事業　　　　　　　　　　　　　　　５，２０９万円
・介護サービス事業　　　　　　　　　　　　　　△４１８万円
・後期高齢者医療事業　　　　　　　　　　　　　　△８７万円
・簡易水道事業　　　　　　　　　　　　　　　２，２８８万円
・公共下水道事業　　　　　　　　　　　　　　　　７８６万円
・特定環境保全公共下水道事業　　　　　　　　　　△５０万円
・農業集落排水事業　　　　　　　　　　　　　　△６７３万円
・国東市市民病院事業　　　　　　　　　　　45，839万円



③　国東市議会だより　24号

※算出に用いた人口は３２，３９７名（平成２３年３月３１日現在の住民基本台帳人口）。

国東市の家計簿 ～市民一人あたりでみる今年の決算～

市民一人あたりでみる主な市税負担状況……１００，１５３円
市民税（個人・法人）

３９，０１３円
固定資産税

５３，４７８円
その他
２２円

軽自動車税
５，０８７円

市たばこ税
２，５５３円

一般会計にみる市民一人あたりでみる主な支出状況……636，１30円
議会費 
5,233円
市議会の運営に要する経
費

総務費　
72,346円
市の全般的な管理経費や
地域進行などの各種イベ
ントや選挙などの経費

民生費 
156,625円
高齢者、障がい者、児童
福祉など住民福祉の増進
にかかる経費

衛生費  
36,202円
健康診断や予防接種な
どの保険衛生関係、ゴ
ミ処理などの環境衛生
関係の経費

農林水産費
35,245円
農業振興等に要する
経費

商工費・労働費
11,047円
商工業や観光振興等に
要する経費

土木費
58,389円
道路や河川の維持管理・
改良、区画整理や都市計
画に要する経費

消防費
22,877円
住民生命や財産を守る
ための救急活動や消防
のための経費

教育費
57,956円
学校教育、生涯学習・ス
ポーツ、文化財保護など
の関係経費や図書館運営
に要する経費

公債費
106,234円

　諸支出金（貯金）
　73,976円
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平成２２年度　特別会計決算概要 （単位：千円）

区　　　　　分 決　　算　　額 歳入歳出差引
①歳入額 ②歳出額 ①－②

住 宅 新 築 資 金 等 貸 付 事 業 特 別 会 計 ４，９６９ ３，８９４ １，０７５
国 東 市 立 国 東 自 動 車 学 校 特 別 会 計 ７６，１１４ ５７，８２４ １８，２９０
国 民 健 康 保 険 事 業 特 別 会 計 ４，５６０，００９ ４，３７５，８４０ １８４，１６８
介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 ( 事 業 勘 定 ) ３，５９８，７４９ ３，５４５，７６８ ５２，９８１
介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 ( サ ー ビ ス 勘 定 ) ３７０，６５４ ３６３，８３０ ６，８２４
老 人 保 健 医 療 事 業 特 別 会 計 ７，９６６ ７，９６６ ０
後 期 高 齢 者 医 療 事 業 特 別 会 計 ４２３，１６６ ４２２，６４３ ５２３
簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 ４４４，３２２ ４１４，５２７ ２９，７９５
公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 ４４７，５３６ ４３５，０６５ １２，４７１
特 定 環 境 保 全 公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 ７６１，９６６ ７４６，８９８ １５，０６８
農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 ５０，８１０ ５０，００１ ８０９
浄 化 槽 設 置 事 業 特 別 会 計 １，９１７ １，９１６ １

特 　 別 　 会 　 計 　 合 　 計 １０，７４８，１７８ １０，４２６，１７２ ３２２，００６

◎公営企業関係 （単位：千円）

区　　　　　分 決　　算　　額 歳入歳出差引
①歳入額 ②歳出額 ①－②

国 東 市 工 業 用 水 道 事 業 特 別 会 計 ３６，４２１ ３０，９９５ ５，４２６
国 東 市 民 病 院 事 業 特 別 会 計 ３，１５８，０３８ ３，４７４，０９０ △３１６，０５２

歳入　　　　　　　　　　　　　差引歳出　　　　　　　
歳入　　　　　　   歳出　　　　　　 （単位：千円）

２１,132,206 － ２０,６０８,738 ＝ 523,468

《財政状況》平成２２年度　一般会計の決算状況

地方交付金
9,855,755
 46.6％

市税
3,239,416
 15.3％国庫支出金

2,450,308
 11.6％

市債
1,806,284
 8.5％

その他
990,574
 4.7％

繰越金
726,209
 3.4％

繰入金
22,185
 0.1％

財産収入
42,744
 0.2％

地方特例交付金
62,650
 0.3％

分担金・負担金
260,355
 1.2％

地方贈与税
309,003
 1.5％

県支出金
1,366,723
 6.5％

衛生費
1,172,852
 6％

商工費
193,712
 1％

農林水産業費
1,141,818
 6％

土木費
1,891,642
 9％

消防費
741,156
 4％

教育費
1,877,590
 9％

民生費
5,074,173
 24％

総務費
2,343,805
 11％

労働費
164,199
 1％

公債費
3,441,662
 16％

災害復旧費
0
 0％

諸支出金
2,396,606
 12％

議会費
169,523
 1％

【歳入合計】２１，１３２，２０６円 【歳出合計】２０，６０８，７３８円
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決
算
特
別
委
員
会
を
設
置

委
員
会
で
の
主
な
質
疑

（
一
般
会
計
決
算
に
つ
い
て
）

Ｑ　
滞
納
繰
越
は
ど
の
く
ら
い

あ
る
の
か
。
ま
た
、
市
税
等

の
納
入
方
法
の
見
直
し
や
税

務
課
以
外
の
徴
収
業
務
を
行

う
部
署
の
設
置
は
で
き
な
い

か
。

Ａ　
市
税
分
に
つ
い
て
は
３
，

５
０
５
万
円
あ
り
、
昨
年
度

よ
り
減
少
し
て
い
ま
す
。
滞

納
整
理
に
つ
い
て
は
、
連

絡
会
議
を
立
ち
上
げ
関
係
課

同
士
の
連
携
を
図
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
県
税

事
務
所
職
員
に
併
任
し
て
も

ら
い
技
術
的
な
支
援
も
受
け

な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

個
人
情
報
の
問
題
も
あ
り
ま

す
が
、
今
後
も
滞
納
整
理
に

つ
い
て
は
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

Ｑ　
平
成
21
年
か
ら
県
税
事
務

所
の
職
員
派
遣
が
さ
れ
た
こ

と
に
よ
る
効
果
は
。
ま
た
、

滞
納
者
に
対
す
る
徴
収
体
制

は
。

Ａ　
銀
行
照
会
や
預
金
差
し
押

さ
え
等
の
徴
収
ノ
ウ
ハ
ウ
を

　

議
長
と
議
会
選
出
の
監
査
委
員
を
除
く
議
員
全
員
に
よ
る
決
算
特
別
委
員
会
（
委
員
長　

唯
有
幸
明
）

が
設
置
さ
れ
、
９
月
26
日(

月)

・
27
日(

火)

の
２
日
間
に
わ
た
り
特
別
委
員
会
を
開
会
し
、
一

般
会
計
決
算
と
各
特
別
会
計
決
算
、
14
件
を
原
案
の
と
お
り
認
定
し
ま
し
た
。学

ぶ
こ
と
が
で
き
、
そ
の
手

法
で
や
っ
て
い
ま
す
。

　
　

徴
収
方
法
も
７
名
の
職
員

で
、
こ
れ
ま
で
の
訪
問
徴
収

か
ら
市
役
所
へ
呼
び
出
し
て
、

今
後
の
納
入
計
画
等
の
話
を

す
る
形
で
す
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。

Ｑ　
滞
納
者
の
名
寄
せ
一
元
化

で
き
な
い
の
か
。

Ａ　
集
め
た
情
報
を
共
有
化
し

た
と
き
に
個
人
情
報
保
護
法

に
接
触
す
る
恐
れ
が
あ
る
と

い
う
こ
と
で
、
実
施
し
て
い

ま
せ
ん
。
県
下
で
も
名
寄
せ

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
あ
り

ま
せ
ん
。

Ｑ　
12
月
が
徴
収
強
化
月
間
だ

が
、
も
っ
と
強
化
月
間
を
設

け
る
な
ど
の
今
後
の
根
本
的

な
徴
収
体
制
を
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
。

Ａ　
徴
収
強
化
期
間
も
年
１
回

で
は
な
く
、
会
議
を
踏
ま
え

な
が
ら
徴
収
強
化
月
間
を
設

け
て
い
く
よ
う
に
考
え
て
い

ま
す
。

Ｑ　
普
通
財
産
貸
付
収
入
と
い

う
の
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
ど

う
い
う
ふ
う
に
活
用
し
て
収

入
が
あ
る
の
か
。

Ａ　
主
に
、
市
有
地
の
土
地
建

物
あ
わ
せ
て
１
２
０
件
ほ
ど

貸
し
付
け
て
あ
り
ま
す
。
代

表
的
な
も
の
で
は
、
土
地
で

は
国
東
町
小
原
で
駐
車
場
用

地
と
し
て
ソ
ニ
ー
セ
ミ
コ
ン
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ダ
ク
タ
九
州
株
式
会
社
。
土

地
建
物
両
方
貸
し
て
い
る
も

の
は
、
国
東
町
鶴
川
旧
国

東
図
書
館
（
旧
法
務
局
）
を

大
分
県
東
部
農
業
共
済
に
事

務
所
と
し
て
貸
し
て
い
ま
す
。

建
物
は
、
代
表
的
な
も
の
と

し
て
学
校
施
設
の
跡
地
利
用

で
国
東
町
岩
屋
、
城
崎
中
学

校
の
校
舎
を
ヘ
ル
メ
ッ
ト
潜

水
株
式
会
社
に
事
務
所
製
造

業
務
と
し
て
貸
し
て
い
ま
す
。

Ｑ　
賃
借
料
に
未
収
分
が
あ
る

が
、
そ
の
対
応
は
現
在
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

Ａ　
滞
納
者
は
全
部
で
８
名
ほ

ど
お
り
、
現
在
、
財
産
管
理

班
で
回
収
を
し
て
い
る
最
中

で
す
。

Ｑ　
い
ろ
ん
な
部
署
で
滞
納
が

あ
る
が
、
滞
納
整
理
課
を
設

置
し
て
一
箇
所
で
徴
収
す
れ

ば
個
人
情
報
等
の
法
に
も
問

題
な
い
と
思
わ
れ
る
。
抜
本

的
な
改
革
は
。

Ａ　
未
収
金
を
ど
う
い
う
形
で

回
収
を
し
て
い
く
か
と
い
う

の
が
非
常
に
重
た
い
課
題
だ

と
思
い
ま
す
。
い
ろ
ん
な
観

点
か
ら
一
番
効
果
的
な
方
法

は
何
か
と
い
う
と
こ
ろ
に
検

討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

Ｑ　
職
員
研
修
費
の
負
担
金
で

決
算
額
が
約
60
万
円
、
今
年

度
は
予
算
で
は
約
98
万
円
と

倍
に
な
っ
て
い
る
。
国
東
市

に
と
っ
て
大
変
少
な
い
よ
う

な
気
が
す
る
。
職
員
の
研
修

を
ど
の
よ
う
に
し
て
、
市
長

が
言
う
政
策
力
を
ア
ッ
プ
さ

せ
る
の
か
。

Ａ　
現
在
、
初
任
者
対
象
の
研

修
を
県
主
催
で
や
っ
て
お
り

ま
す
。
ま
た
係
長
、
課
長
研

修
と
役
職
に
応
じ
た
研
修
。

今
年
の
７
月
か
ら
は
、
民
間

で
研
修
し
ま
し
た
が
費
用
は

か
か
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
高

度
な
研
修
と
し
て
県
外
の
研

修
所
等
に
職
員
を
派
遣
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
は
地
方
自
治

に
関
す
る
法
等
に
関
す
る
こ

と
が
多
く
、
職
員
に
随
時
資

料
を
提
供
し
参
加
者
を
募
っ

て
い
ま
す
。

　
　

研
修
費
に
お
い
て
は
、
県

内
の
市
町
村
に
比
べ
て
み
て

も
そ
ん
な
に
劣
る
こ
と
も
あ

り
ま
せ
ん
。
人
材
育
成
と
い

う
観
点
か
ら
も
力
を
入
れ
、

県
へ
の
派
遣
研
修
等
の
研
修

だ
け
で
は
な
く
、
市
独
自
で

で
き
る
も
の
な
ど
検
討
し
な

が
ら
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

Ｑ　
予
防
接
種
助
成
が
去
年
よ

り
拡
大
さ
れ
た
が
、
子
宮
頸

が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種

や
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
な
ど
を
個

別
接
種
し
た
場
合
に
、
協
力

し
て
く
れ
な
い
医
療
機
関
な

ど
に
つ
い
て
働
き
か
け
と
い

う
の
は
。

Ａ　
任
意
接
種
に
つ
き
ま
し
て

は
、
各
医
療
機
関
の
先
生
に

説
明
会
と
い
う
形
で
お
願
い

し
ま
し
た
。
手
挙
げ
方
式
で

そ
れ
ぞ
れ
予
防
接
種
を
実
施

し
て
い
た
だ
け
る
と
こ
ろ
を

募
っ
た
と
い
う
形
で
す
。

Ｑ　
法
的
な
定
期
の
予
防
接
種

に
つ
い
て
も
、
県
下
ど
こ
で

も
個
別
接
種
方
式
に
な
っ
て

い
る
。
国
東
市
だ
け
が
定
期

集
団
方
式
に
な
っ
て
い
る
が
、

定
期
の
予
防
接
種
か
ら
個
別

接
種
へ
の
移
行
す
る
予
定
は
。

Ａ　
今
後
、
東
国
東
地
域
保
健

委
員
会
の
一
つ
の
小
委
員
会

と
し
て
感
染
症
小
委
員
会
を
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今
年
度
中
に
立
ち
上
げ
て
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

Ｑ　
い
こ
い
の
村
国
東
に
つ
い

て
、
客
間
の
改
修
工
事
４
８

３
万
円
も
決
算
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
通
常
あ
る
部
屋
の

改
修
か
。
あ
る
い
は
客
室
の

新
設
で
あ
れ
ば
、
そ
の
目
的

は
何
か
。

Ａ　
工
事
は
、
以
前
休
憩
所
と

し
て
利
用
し
て
い
た
と
こ
ろ

を
結
婚
式
の
控
室
、
会
議
室

と
い
う
目
的
で
使
用
す
る
よ

う
に
改
修
し
た
も
の
で
す
。

（
特
別
会
計
決
算
に
つ
い
て
）

Ｑ　
国
民
健
康
保
険
の
不
納
欠

損
が
１
，
１
０
０
万
円
、
滞

納
繰
り
越
し
が
発
生
し
て
お

り
２
億
２
，
７
０
０
万
円
と

多
額
で
あ
る
。
国
民
健
康
保

険
だ
け
で
は
な
く
て
、
全
体

特別養護老人ホーム姫見苑

で
７
億
円
と
い
う
滞
納
繰
越

額
が
発
生
を
し
て
お
り
、
徴

収
体
制
を
強
化
す
る
と
し

て
も
難
し
い
の
で
は
な
い
か
。

徴
収
体
制
の
見
直
し
や
収
納

課
の
創
設
と
一
元
管
理
を
ぜ

ひ
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

Ａ　
県
や
他
市
町
村
で
の
取
り

組
み
な
ど
を
参
考
に
し
な
が

ら
、
収
納
課
や
徴
収
課
と
い

う
も
の
を
も
頭
に
入
れ
一
番

効
率
的
、
効
果
的
に
で
き
る

も
の
と
い
う
の
を
検
討
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
姫

見
苑
に
つ
い
て
、
改
装
や
耐

震
対
策
の
設
備
整
備
を
し
て

将
来
的
に
民
営
化
す
る
な
ど

の
検
討
は
し
て
い
る
の
か
。

Ａ　
現
在
、
改
修
工
事
を
行
い

入
居
者
の
居
住
確
保
を
進
め

て
い
ま
す
。
今
後
に
つ
い
て
、

企
画
部
を
中
心
と
し
て
行
財

政
改
革
を
全
般
的
に
検
討
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
時

点
で
民
営
化
と
い
う
よ
う
な

方
向
性
ま
で
は
出
て
い
ま
せ

ん
。
た
だ
、
全
体
と
し
て
の

行
革
の
検
討
の
中
に
は
入
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ　
市
外
の
病
院
に
大
勢
の
市

民
が
受
診
し
て
お
り
、
開
業

医
も
市
外
の
病
院
を
紹
介
し

て
い
る
傾
向
に
あ
る
。
市
内

の
開
業
医
と
市
民
病
院
は
、

ど
う
い
う
連
携
を
し
て
い
る

の
か
。

Ａ　
現
在
、
市
民
病
院
の
医
師

数
が
少
な
い
た
め
地
域
連
携

室
を
設
置
し
て
紹
介
、
ま
た

逆
紹
介
と
い
う
よ
う
な
形
で

地
域
の
開
業
医
と
連
携
が
で

き
て
い
ま
す
。
複
数
の
医
師

に
よ
る
診
療
や
手
術
が
必
要

な
場
合
や
市
民
病
院
で
は
対

応
困
難
の
際
は
別
府
、
大
分

方
面
の
病
院
に
転
送
し
て
い

ま
す
。

Ｑ　
市
民
病
院
の
未
収
金
の
回

収
に
つ
い
て
、
毎
年
増
加
し

て
い
る
が
収
納
班
が
な
い
病

院
と
し
て
は
今
後
ど
う
対
策

を
と
る
の
か
。
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平
成
23
年
第
３
回
臨
時
会

物
品
購
入
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

消
防
救
助
工
作
車
の
購
入
契

約
に
あ
た
り
、
議
会
の
議
決
を

必
要
と
す
る
た
め
提
出
さ
れ
ま

し
た
。

主
な
議
案
等
の
内
容

平
成
23
年
第
３
回
定
例
会

国
東
市
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
施
設

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

放
送
法
等
の
一
部
改
正
す
る
法

律
に
よ
り
有
線
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放

送
法
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

た
め
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
施
設
を
改

め
て
「
有
線
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送

施
設
」
と
し
て
定
義
す
る
た
め
に

条
例
の
一
部
改
正
を
行
う
も
の
で

す
。

Ａ　
市
民
病
院
で
は
、
不
納
欠

損
金
処
理
を
や
っ
て
お
り
ま

せ
ん
。
今
後
、
住
所
等
の
わ

か
ら
な
く
な
っ
た
人
々
に
つ

い
て
は
調
査
を
し
な
が
ら
不

納
欠
損
処
理
を
す
る
か
ど
う

か
検
討
し
ま
す
。

　
　

未
収
金
徴
収
は
、
担
当
者
、

課
長
、
係
長
と
一
緒
に
訪
問

し
徴
収
計
画
書
を
作
成
し
、

後
に
毎
月
訪
問
徴
収
し
て
努

力
し
て
い
ま
す
。

決算特別委員会委員長報告
委員長　唯有幸明

　本委員会は、副市長以下関係職員の出席を求め、各会計の決算について詳細

説明を受けた後、歳入歳出について順次審査を行いました。

　詳細な経過は割愛いたしますが、税及び使用料等の不納欠損や滞納が多額に

あり、滞納整理等について徴収体制の強化の取組みも進んでいると思われます

が、今後は、徴収体制等を再検討し、住民負担の適正・公平性を保つため、滞

納者に対して毅然とした態度で臨み、更なる強化を委員会として要望いたしま

す。

　次に、採決にあたり、討論を求めたところ、１４件とも討論はなく、全員異議

なく原案のとおり認定すべきものと決定いたしました。　

国東市民病院
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ま
す
が
、
今
後
も
財
政
構
造

を
改
善
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
　Ｑ　

市
内
の
電
柱
等
に
「
こ
こ

は
海
抜
何
ｍ
」
と
い
う
標
識

を
設
け
る
事
業
が
あ
る
が
、

設
置
箇
所
、
場
所
の
選
定
、

告
知
方
法
や
防
災
マ
ッ
プ
等

の
見
直
し
、
避
難
経
路
の
標

識
と
の
整
合
性
は
。

Ａ　
市
内
一
円
の
主
要
幹
線
道

路
、
海
抜
10
ｍ
以
下
の
と
こ

ろ
を
目
安
に
１
，
０
０
０
カ

所
の
場
所
で
す
。
公
共
用
地

の
み
の
制
約
で
あ
る
た
め
、

市
内
全
域
の
対
象
箇
所
で
電

柱
の
確
認
作
業
を
行
い
、
来

年
２
月
中
に
設
置
完
了
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　
　

告
知
、
周
知
等
は
、
地
元

区
長
、
地
域
の
方
々
と
避
難

場
所
、
避
難
路
の
確
認
を
し

周
知
し
ま
す
。

議
　
案
　
質
　
疑

平
成
23
年
第
３
回
定
例
会

◆
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

Ｑ　
財
政
調
整
基
金
に
つ
い
て
、

３
月
、
６
月
に
積
み
立
て
９

月
は
取
り
壊
し
た
。
こ
の
財

政
運
営
、
指
針
に
つ
い
て
、

６
月
時
点
で
基
金
の
残
額
、

借
入
金
の
残
額
の
想
定
が
で

き
た
の
で
は
な
い
か
。
大
事

な
財
政
運
営
に
つ
い
て
、
き

ち
ん
と
将
来
計
画
を
立
て
る

中
で
編
成
し
て
ほ
し
い
。

Ａ　
６
月
補
正
の
時
点
で
は
、

ま
だ
地
方
交
付
税
、
普
通
交

付
税
の
規
模
、
繰
越
金
も
確

定
し
て
い
ま
せ
ん
。
一
般
会

計
、
特
別
会
計
の
決
算
の
状

況
を
見
て
９
月
補
正
で
調
整

し
ま
す
。

　
　

国
東
市
の
場
合
、
市
債
残

高
が
毎
年
順
調
に
減
っ
て
い

今
年
の
12
月
31
日
で
契
約
が

切
れ
以
後
、
分
収
林
契
約
は

し
な
い
た
め
で
す
。

Ｑ　
農
地
の
荒
廃
調
査
予
算
が

県
の
み
だ
が
、
市
か
ら
の
助

成
は
で
き
な
い
か
。

Ａ　
こ
の
事
業
は
直
接
の
県
事

業
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
農
業

委
員
会
の
上
部
団
体
か
ら
の

委
託
の
よ
う
な
事
業
で
す
。

現
時
点
で
は
、
市
が
上
乗
せ

す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ　
安
岐
武
蔵
の
消
防
統
合
庁

舎
建
設
費
の
内
訳
は
。

Ａ　
統
合
庁
舎
は
鉄
骨
の
平
屋

建
て
で
す
。
面
積
は
６
６
８

㎡
で
す
。
そ
の
建
築
工
事
費

が
１
億
１
，
９
０
０
万
円
。

外
溝
工
事
を
全
部
含
め
て
２
，

６
０
０
万
円
。
附
帯
工
事
と

し
て
発
電
機
を
含
む
電
気
・

機
械
設
備
と
し
て
１
，
８
６

　
　

防
災
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、

避
難
想
定
区
域
の
10
ｍ
以
下

を
塗
り
分
け
て
表
示
す
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

Ｑ　
公
有
財
産
購
入
費(

分
収
権

の
買
取)

の
内
容
に
つ
い
て

Ａ　
分
収
権
と
は
、
土
地
所
有

者
と
造
林
者
が
契
約
に
よ
り

植
林
し
た
木
を
一
定
期
間
育

て
成
熟
を
し
た
後
に
販
売
し

て
、
そ
の
収
益
を
土
地
所
有

者
と
造
林
者
で
、
契
約
し
た

一
定
の
割
合
で
収
益
を
分
け

合
う
よ
う
に
取
り
決
め
を
し

た
も
の
で
す
。

　
　

今
回
は
２
件
ほ
ど
あ
り
、

１
つ
は
造
林
契
約
の
一
部
変

更
契
約
を
行
い
、
立
木
の
処

分
方
法
は
分
収
権
の
買
い
取

り
、
地
上
権
の
持
ち
分
を
土

地
所
有
者
が
買
い
取
る
方
法

を
前
提
に
契
約
を
更
新
し
た

と
こ
ろ
で
す
。
も
う
１
件
は
、
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０
万
円
。
受
水
槽
や
ホ
ー
ス

乾
燥
棟
の
工
事
費
と
し
て
４

３
０
万
円
。
現
地
フ
ラ
ワ
ー

セ
ン
タ
ー
の
管
理
棟
と
作
業

小
屋
の
解
体
費
で
７
４
３
万

円
と
な
り
、
総
額
で
１
億
７
，

６
０
０
万
円
と
な
り
ま
す
。

Ｑ　
「
高
齢
者
等
要
援
護
情
報

共
有
体
制
シ
ス
テ
ム
」
と
は

ど
う
い
う
内
容
か
。

Ａ　
災
害
時
に
一
人
で
避
難
を

て
い
ま
す
。

Ｑ　
総
合
シ
ス
テ
ム
更
新
等
委

託
料
に
つ
い
て
他
市
町
村
と

の
共
同
利
用
型
に
更
新
す
る

経
費
と
あ
る
が
、
市
単
独
で

や
っ
た
場
合
の
効
果
額
は
。

Ａ　
現
行
の
基
幹
シ
ス
テ
ム
機

器
の
更
新
の
時
期
に
あ
わ
せ

て
安
い
経
費
で
業
務
を
構
築

で
き
る
シ
ス
テ
ム
に
今
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

共
同
シ
ス
テ
ム
と
の
経
費
の

比
較
で
は
、
共
同
シ
ス
テ
ム

を
利
用
す
る
と
約
２
，
０
０

０
万
ほ
ど
安
く
な
り
ま
す
。

Ｑ　
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
損

害
負
担
金
の
算
定
根
拠
は
。

Ａ　
消
防
団
員
の
条
例
定
数
１
，

０
９
１
名
が
算
定
の
基
礎
と

な
っ
て
い
ま
す
。

旧フラワーセンター管理棟

Ｑ　
救
助
工
作
車
の
入
札
に
つ

い
て
相
見
積
り
は
取
っ
た
の

か
。
ま
た
、
入
札
結
果
は
公

表
し
た
の
か
。

Ａ　
指
名
競
争
入
札
の
た
め
１

者
の
見
積
り
で
基
礎
と
な
る

設
計
を
し
ま
す
。
業
者
は
４

者
指
名
し
ま
し
た
が
、
２
者

辞
退
し
ま
し
た
。
入
札
結
果

に
つ
い
て
は
公
表
し
て
い
ま

せ
ん
。

Ｑ　
救
助
工
作
車
の
ク
レ
ー
ン

操
作
を
す
る
免
許
所
有
者
、

玉
賭
け
の
資
格
所
有
者
は
何

人
い
る
の
か
。

Ａ　
現
在
、
消
防
本
部
の
中
に

は
12
名
お
り
、
今
年
度
３
名

が
習
得
す
る
予
定
で
す
。

平
成
23
年
第
３
回
臨
時
会

す
る
こ
と
が
困
難
な
方
が
、

市
内
に
は
約
３
０
０
人
ほ
ど

い
ま
す
。
現
在
は
、
社
会
福

祉
協
議
会
の
制
御
シ
ス
テ

ム
一
台
で
現
在
、
管
理
し
て

い
ま
す
が
、
県
補
助
事
業
で

総
合
支
所
や
消
防
、
福
祉
事

務
所
に
パ
ソ
コ
ン
を
設
置
し
、

最
新
な
情
報
を
そ
れ
ぞ
れ
関

係
課
で
共
有
を
す
る
事
業
で

す
。

Ｑ　
「
観
光
案
内
板
防
犯
灯
の

実
態
調
査
」
と
は
ど
の
よ
う

な
作
業
を
行
う
の
か
。

Ａ　
緊
急
雇
用
対
策
の
事
業
で
、

市
内
全
域
の
観
光
案
内
板
、

防
犯
灯
、
街
路
灯
等
の
調
査

を
し
ま
す
。
調
査
結
果
は
、

電
子
ベ
ー
ス
で
管
理
を
し
関

係
各
課
が
情
報
の
共
有
・
更

新
し
な
が
ら
観
光
案
内
板
等

に
関
す
る
意
見
や
苦
情
の
解

消
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
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会派を結成しました
　議会内で結成された、同じ考えを持った議員のグループのことを会派
といいます。
　このたび、国東市議会でも５つの会派が結成されました。

国東市議会　会派名簿 (平成２３年１０月1日現在)

※議長は会派に属さないことになっています。

●会派の目的
　１．議会の円滑な運営を図る。
　２．議員相互で調査・研究や政策提案等をすることにより、議員の資質向

上を図る。
　３．議員活動の活性化を図る。

新
しん

　世
せい

　会
かい

構成人数　　　４　名

代 表 者　一　丸　政　春

　　　　　木　田　憲　治

　　　　　野　田　忠　治

　　　　　元　永　安　行

創
そう

　世
せい

　会
かい

構成人数　　　５　名

代 表 者　清　國　仁　士

　　　　　松　本　剛　弘

　　　　　堤　　　康二郎

　　　　　伊牟田　洋　史

　　　　　唯　有　幸　明

新
しん

　風
ぷう

　会
かい

構成人数　　　５　名

代 表 者　馬　場　將　郎

　　　　　丸小野　宣　康

　　　　　木　付　親　次

　　　　　堀　田　一　則

　　　　　大　谷　和　義

市
し み ん

民クラブ
構成人数　　　３　名

代 表 者　森　　　正　二

　　　　　明　石　和　久

　　　　　秋　國　良　二

市
し み ん

民改
かいかく

革クラブ
構成人数　　　２　名

代 表 者　宮　永　英　次

　　　　　吉　田　眞津子

無　会　派
後　藤　耕 一 郎

溝　部　元　生

𠮷　水　國　人



●
観
光
行
政
に
つ
い
て

議
員　

新
し
い
観
光
交
流
事
業

「
新
・
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
国

東
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
成
果
は
。

各
課
が
横
断
的
に
連
携
を
し
て

骨
太
の
観
光
政
策
及
び
受
け
入

れ
態
勢
を
構
築
す
べ
き
で
は
な

い
か
。
観
光
協
会
、
商
工
会
、

農
業
団
体
の
各
組
織
の
連
携
は

ど
う
す
る
の
か
。

市
長　

福
岡
で
「
新
・
パ
ワ
ー
ス

ポ
ッ
ト
国
東
」
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
開
催
し
、
３
百
人
を
超
え

る
九
州
・
山
口
の
多
く
の
人
に

国
東
市
の
魅
力
と
観
光
情
報
を

お
知
ら
せ
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。 

産
業
商
工
部
長　

人
材
育
成
、
ワ

ー
キ
ン
グ
会
議
、
観
光
コ
ン
セ

プ
ト
の
策
定
、
体
験
交
流
プ
ロ

グ
ラ
ム
作
り
、
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
作
り
に
取
り
か
か
る
予
定

で
す
。
マ
ス
コ
ミ
向
け
の
モ
ニ

タ
ー
ツ
ア
ー
を
実
施
し
、
市
の

観
光
資
源
や
国
東
の
魅
力
を
紹

介
す
る
観
光
商
品
を
作
っ
て
い

き
ま
す
。

議
員　
受
け
入
れ
態
勢
や
も
て
な

し
の
心
を
ど
う
構
築
す
る
か
が

重
要
で
は
な
い
か
。 

市
長　

行
政
主
導
だ
け
で
は
な
く

て
、
民
間
の
方
々
に
も
呼
び
か

け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

例
え
ば
、
評
判
の
高
い
と
こ
ろ

に
、
旅
館
や
経
営
者
、
料
理
人

が
行
っ
て
、
自
分
た
ち
の
参
考

に
す
る
取
り
組
み
も
必
要
と
思

い
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
訴
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

●
交
通
弱
者
対
策
に
つ
い
て 

議
員　
バ
ス
停
ま
で
行
け
な
い
ひ

と
り
暮
ら
し
の
方
も
多
く
い
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
路
線
を
拡

大
し
、
玄
関
口
か
ら
玄
関
口
と

い
う
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
は
で
き

な
い
か
。 

企
画
部
長　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

の
空
白
地
域
に
、
タ
ク
シ
ー
会

社
の
車
両
運
行
す
る
こ
と
を
計

画
し
て
い
ま
す
。
住
民
の
ニ
ー

ズ
の
聞
き
取
り
調
査
や
市
民
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
も
行
い
、
検
討

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
玄
関

か
ら
玄
関
へ
と
い
う
デ
マ
ン
ド

交
通
方
式
は
、
迂
回
に
よ
り
所

要
時
間
が
か
か
り
、
谷
合
ご
と

に
デ
マ
ン
ド
路
線
を
運
行
す
る

こ
と
が
困
難
な
こ
と
か
ら
、
こ

れ
ま
で
と
同
様
の
定
時
定
路
線

方
式
で
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
油
留
木
ゴ
ル
フ
場
跡
地
利
用

に
つ
い
て 

議
員　
九
州
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
㈱
の

進
出
に
つ
い
て
、
協
議
の
状
況
、

市
の
基
本
的
な
考
え
方
は
。 

産
業
商
工
部
長　

油
留
木
の
ゴ
ル

フ
場
跡
地
は
、
市
と
九
州
メ
ガ

ソ
ー
ラ
ー
の
共
同
事
業
で
国
に

補
助
事
業
の
申
請
を
予
定
を
し

て
い
ま
し
た
が
、
地
域
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
促
進
事
業
が
中
止
と
な

り
ま
し
た
。
現
在
は
九
州
メ
ガ

ソ
ー
ラ
ー
独
自
の
取
り
組
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ク
リ
ー
ン
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
太
陽
光
発
電
施
設

の
誘
致
に
よ
り
、
油
留
木
ゴ
ル

フ
場
の
跡
地
を
有
効
活
用
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

新
・
観
光
交
流
事
業
の
成
果
は

 

―
交
流
人
口
の
増
加
に
よ
る

地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
指
し
ま
す
―

森　正二 議員
（市民クラブ）

国東市議会だより　24号　⑫問質般一



⑬　国東市議会だより　24号 問質般一
●
武
道
必
修
化
に
つ
い
て

議
員　

２
０
０
８
年
の
３
月
に
学

習
指
導
要
領
が
改
定
さ
れ
来
年

４
月
か
ら
中
学
校
で
の
武
道
必

修
化
が
実
施
さ
れ
る
が
、
ど
う

い
う
対
策
を
考
え
て
い
る
の
か
。

教
育
長　

中
学
校
一
・
二
年
生
が

必
修
と
な
り
、
地
域
の
特
異
性

や
学
校
の
実
態
に
応
じ
て
対
応

し
年
間
１２
時
間
か
ら
１３
時
間
、

ま
た
、
内
容
は
基
本
動
作
の
み

で
す
が
事
故
が
な
い
よ
う
に
経

験
者
の
方
々
の
協
力
で
複
数
の

指
導
体
制
を
と
っ
て
行
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
胴
着
に
つ

い
て
は
、
必
修
科
目
で
あ
る
こ

と
か
ら
公
費
も
し
く
は
個
人
に

す
る
か
は
検
討
中
で
あ
り
、
２

学
期
中
に
決
定
し
保
護
者
へ
の

説
明
会
も
持
ち
た
い
と
思
い
ま

す
。

学
校
教
育
課
長　

種
目
の
決
定
に

つ
い
て
は
、
今
の
と
こ
ろ
学
校

の
中
で
環
境
面
、
ま
た
は
指
導

者
等
の
面
で
来
年
度
の
教
育
課

程
の
編
成
に
取
り
掛
か
っ
て
い

ま
す
。
事
前
に
聞
き
取
り
調
査

を
し
た
と
こ
ろ
、
国
見
中
、
武

蔵
中
は
剣
道
、
国
東
中
、
安
岐

中
は
柔
道
と
い
う
方
向
で
あ
る

と
聞
い
て
い
ま
す
。

議
員　
学
校
図
書
館
司
書
の
計
画

配
置
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

市
長　

現
状
、
職
員
定
数
減
等
に

取
り
組
ん
で
お
り
全
体
の
財
政

状
況
も
あ
り
ま
す
。
総
合
的
に

勘
案
し
て
い
き
教
育
委
員
会
、

教
育
長
と
相
談
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

議
員　
国
東
町
の
学
校
給
食
で
の

先
割
れ
ス
プ
ー
ン
を
廃
止
し
箸

に
変
更
で
き
な
い
か
。

教
育
次
長　

箸
や
必
要
器
材
の
準

備
、
人
的
配
置
の
見
直
し
等
を

総
合
的
に
勘
案
し
て
、
平
成
２５

年
４
月
か
ら
実
施
で
き
る
よ
う

に
考
え
て
い
ま
す
。

議
員　
武
蔵
給
食
セ
ン
タ
ー
の
今

後
の
運
営
は
。

教
育
次
長　

武
蔵
施
設
を
閉
鎖
と

し
、
近
隣
の
給
食
セ
ン
タ
ー
で

対
応
し
ま
す
。
平
成
２５
年
度
に

は
新
し
い
形
で
の
学
校
給
食
の

提
供
が
で
き
る
よ
う
に
計
画
を

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

●
学
校
跡
地
を
含
む
市
有
地
の

活
用
に
つ
い
て

議
員　
市
と
し
て
ど
の
よ
う
な
活

用
を
考
え
、
そ
の
活
用
方
法
を

検
討
す
る
部
署
は
ど
こ
な
の
か
。

ま
た
、
東
北
地
方
か
ら
の
集
団

移
転
用
地
を
提
供
す
る
考
え
は
。

市
長　

地
元
の
要
望
を
第
一
に
考

え
、
場
所
や
校
舎
の
状
況
も
考

え
な
が
ら
工
場
適
地
と
し
て
企

業
誘
致
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
掲

載
を
し
、
ま
た
、
地
元
文
化
サ

ー
ク
ル
や
ス
ポ
ー
ツ
等
に
利
用

し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

住
宅
用
地
の
造
成
は
、
売
れ
る

見
込
み
が
な
い
と
借
金
が
残
り

ま
す
の
で
慎
重
を
期
し
た
い
。

東
北
地
方
の
移
住
の
話
が
あ
れ

ば
、
す
ぐ
に
対
応
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

来
年
度
か
ら
の
中
学
校

武
道
必
修
化
の
内
容
は

 

―
国
見
・
武
蔵
は
剣
道
、

国
東
・
安
岐
は
柔
道
で
す
―

宮永　英次 議員
（市民改革クラブ）



国東市議会だより　24号　⑭問質般一
●
安
岐
海
岸
部
の
環
境
整
備
に

つ
い
て

議
員　

安
岐
漁
協
の
背
後
地
の
漁

港
環
境
施
設
に
つ
い
て
植
栽
、

休
憩
所
、
運
動
施
設
等
が
既
に

計
画
し
て
い
る
が
、
空
港
を
利

用
す
る
人
に
直
接
ア
ピ
ー
ル
出

来
る
施
設
と
し
て
国
道
の
海
側

か
ら
直
接
乗
り
入
れ
る
進
入
路

の
設
置
や
高
波
も
観
光
資
源
の

一
つ
と
し
て
と
ら
え
る
と
、
サ

ー
フ
ァ
ー
に
も
利
用
で
き
る
施

設
（
ト
イ
レ
な
ど
）
の
設
置
は

で
き
な
い
か
。

　
　

ま
た
、
安
岐
海
岸
の
整
備
と

し
て
海
水
浴
場
と
し
て
利
用
で

き
る
施
設
は
で
き
な
い
か
。

　
　

さ
ら
に
、
そ
の
財
源
と
し
て

航
空
機
燃
料
譲
与
税
を
充
当
で

き
な
い
の
か
。

産
業
商
工
部
長　

安
岐
漁
港
整
備

に
つ
い
て
は
、
平
成
24
年
度
に

終
了
予
定
で
す
。
背
後
地
の
施

設
整
備
に
つ
い
て
は
、
市
民
の

憩
の
場
と
し
て
の
施
設
整
備
で

あ
り
、
現
計
画
の
中
で
は
ト
イ

レ
お
よ
び
国
道
か
ら
の
進
入
路

の
計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今

後
財
政
担
当
課
と
協
議
す
る
中

で
慎
重
な
対
応
を
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

土
木
建
設
部
長　

安
岐
海
岸
の
整

備
に
つ
い
て
、
海
水
浴
場
と
し

て
利
用
で
き
る
施
設
お
よ
び
緑

地
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

国
・
県
の
有
利
な
補
助
事
業
が

あ
れ
ば
検
討
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

企
画
部
長　

航
空
機
燃
料
譲
与
税

の
譲
与
で
き
る
事
業
は
、
空
港

が
展
望
で
き
る
公
園
整
備
等
の

整
備
が
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
事
業
を
す
る
よ
う
に
な
っ

た
時
点
で
検
討
を
行
い
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

●
市
民
憲
章
の
制
定
に
つ
い
て

議
員　
合
併
５
年
を
経
過
し
て
市

民
の
一
体
感
を
よ
り
一
層
高
め

る
と
と
も
に
、
市
民
が
目
指
す

ま
ち
づ
く
り
を
謳
っ
た
市
民
憲

章
を
制
定
し
て
は
ど
う
か
。

　
ま
た
、
自
治
基
本
条
例
の
制
定

は
考
え
て
い
る
か
。

市
長　

私
は
、
市
民
の
皆
様
の
声

を
反
映
し
た
市
民
の
皆
様
中
心

の
市
政
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
る
の
で
市
政
懇

談
会
な
ど
で
市
民
の
意
見
を
聞

き
な
が
ら
考
え
た
い
と
思
い
ま

す
。
自
治
基
本
条
例
の
制
定
に

つ
い
て
は
今
の
と
こ
ろ
考
え
て

い
ま
せ
ん
。

●
姉
妹
都
市
の
提
携
に
つ
い
て

議
員　
市
民
の
交
流
や
親
善
を
目

的
と
し
て
半
島
の
市
、
空
港
の

あ
る
市
、
さ
ら
に
歴
史
文
化
に

共
通
点
が
あ
る
市
な
ど
と
姉
妹

都
市
の
提
携
を
し
た
ら
ど
う
か
。

市
長　

姉
妹
都
市
の
提
携
に
つ
い

て
は
、
共
通
点
の
あ
る
歴
史
や

文
化
、
あ
る
い
は
自
然
や
産
業

を
持
つ
都
市
同
士
が
交
流
を
深

め
る
た
め
、
ま
た
、
違
い
の
あ

る
都
市
同
士
の
提
携
も
い
い
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
　

市
制
の
推
進
や
ま
ち
づ
く
り

に
ど
の
よ
う
に
貢
献
で
き
る
か

と
い
う
観
点
や
相
手
方
も
含
め

て
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

市
民
憲
章
の
制
定
は

 

―
市
民
の
意
見
を聞

く
な
か
で
考
え
た
い
―

木付　親次 議員
（新　風　会）



⑮　国東市議会だより　24号 問質般一
●
庁
舎
の
改
築
に
つ
い
て

議
員　

日
本
各
地
で
想
定
外
の
気

象
災
害
が
発
生
し
て
い
る
。
先

日
は
、
台
風
１２
号
に
よ
り
紀
伊

半
島
で
甚
大
な
被
害
が
あ
っ
た
。

国
東
市
で
も
地
震
や
豪
雨
が
発

生
し
て
も
お
か
し
く
な
い
気
象

状
況
下
に
あ
る
。
市
本
庁
舎
は

田
深
川
に
隣
接
し
て
お
り
、
川

が
氾
濫
す
れ
ば
庁
舎
一
階
は
確

実
に
浸
水
す
る
と
思
わ
れ
る
大

変
危
険
な
場
所
に
あ
る
。
平
成

２７
年
度
で
合
併
特
例
債
の
期
限

も
切
れ
る
が
、
本
庁
舎
の
改
築

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
お
聞
き
し
た
い
。

　
　

ま
ず
、
改
築
に
当
た
っ
て
の

建
設
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。
次
に
、

現
在
の
本
庁
舎
の
土
地
は
借
地

で
あ
る
が
借
入
期
限
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
。
最
後
に
庁
舎

並
び
に
駐
車
場
等
の
年
間
借
地

料
は
ど
の
く
ら
い
に
な
る
の
か
。

市
長　

市
本
庁
舎
は
、
建
築
後
44

年
を
経
過
し
て
お
り
耐
震
性
に

問
題
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら

各
部
署
や
会
議
室
の
配
置
が
非

常
に
手
狭
で
あ
る
こ
と
や
本
庁

舎
か
ら
分
散
し
て
い
る
部
署
も

あ
り
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
や
行
政

運
営
の
観
点
か
ら
も
新
庁
舎
の

必
要
性
は
十
分
認
識
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
東
北
大
震
災
の
経

験
か
ら
も
、
標
高
が
低
く
て
河

口
に
近
い
位
置
上
の
課
題
も
出

て
き
ま
し
た
。
た
だ
、
厳
し
い

財
政
上
の
問
題
も
あ
り
ま
す
の

で
交
付
税
等
を
含
め
た
財
政
状

況
を
勘
案
し
な
が
ら
ど
の
よ
う

に
す
る
か
考
え
て
い
き
ま
す
。

　
　

第
三
者
委
員
会
を
立
ち
あ
げ

る
考
え
に
つ
い
て
は
、
も
し
、

建
設
す
る
と
の
結
論
に
な
れ
ば

建
設
場
所
等
を
含
め
出
来
る
だ

け
客
観
的
に
検
討
で
き
る
委
員

会
の
よ
う
な
組
織
が
必
要
だ
ろ

う
と
考
え
て
い
ま
す
。

財
産
管
理
課
長　

現
本
庁
舎
等
の

土
地
借
上
げ
料
の
内
容
に
つ
い

て
は
、
本
庁
舎
の
一
部
及
び
本

庁
舎
敷
地
内
の
来
客
者
駐
車
場

用
地
と
し
て
２
名
と
賃
貸
借
契

約
を
交
わ
し
て
い
ま
す
。
１
名

は
雑
種
地
で
１
，
５
７
９
㎡
、

借
地
料
は
年
間
１
２
３
万
４
，

０
０
０
円
で
す
。
も
う
１
名
は
、

雑
種
地
で
９
４
７
㎡
、
借
地
料

は
年
間
７
３
万
２
，
９
０
０
円

で
す
。
そ
の
他
に
職
員
駐
車
場

と
し
て
職
員
第
２
駐
車
場
が
２

ヵ
所
、
鶴
川
庁
舎
職
員
駐
車
場

の
計
３
ヵ
所
が
あ
り
、
借
地
料

は
年
間
１
３
２
万
４
，
３
０
０

円
で
契
約
期
間
は
３
年
で
す
。

庁
舎
一
部
及
び
職
員
駐
車
場
借

地
料
の
総
額
は
年
間
３
２
９
万

１
，
２
０
０
円
で
す
。

丸小野宣康 議員
（新　風　会）

本
庁
舎
、
駐
車
場
等
の借

地
料
は

 

―
総
額
、
年
間
３
２
９
万

１
，
２
０
０
円
で
す
―

国東市役所本庁舎



国東市議会だより　24号　⑯問質般一
●
国
東
市
を
観
光
の
ま
ち
に
新

生
さ
せ
る
た
め
の
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
に
つ
い
て

議
員　

市
長
は
公
約
の
ひ
と
つ
に

「
く
に
さ
き
観
光
の
里
づ
く

り
」
を
掲
げ
て
い
る
が
、
福
岡

で
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
反
応
及
び
、

そ
の
後
の
フ
ォ
ロ
ー
は
。

市
長　

フ
ォ
ー
ラ
ム
終
了
後
に
多

く
の
問
い
合
わ
せ
や
資
料
の
送

付
依
頼
が
寄
せ
ら
れ
、
す
べ
て

の
方
に
国
東
市
内
の
祭
り
や
イ

ベ
ン
ト
情
報
を
ダ
イ
レ
ク
ト
メ

ー
ル
で
送
付
し
ま
す
。
こ
れ
か

ら
は
観
光
交
流
事
業
を
推
進
し

人
材
の
育
成
、
組
織
の
構
築
等

を
ワ
ー
キ
ン
グ
会
議
な
ど
に
よ

っ
て
観
光
資
源
の
整
理
、
コ
ン

セ
プ
ト
の
作
成
、
そ
れ
に
沿
っ

た
資
源
の
磨
き
あ
げ
や
体
験
交

流
プ
ロ
グ
ラ
ム
づ
く
り
等
、
２

ヶ
年
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を

実
施
し
ま
す
。

議
員　
今
後
、
多
く
の
観
光
客
に

訪
問
、
宿
泊
し
て
頂
く
た
め
の

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
や
経
済

的
効
果
や
賑
わ
い
の
場
所
づ
く

り
に
色
々
と
体
験
し
た
り
手
軽

に
散
策
し
食
事
も
で
き
る
よ
う

な
リ
ゾ
ー
ト
地
を
商
店
街
の
活

性
化
や
空
き
家
対
策
を
含
め
市

街
地
に
必
要
だ
と
思
う
が
。

産
業
商
工
部
長　

ま
ず
、
マ
ス
コ

ミ
向
け
の
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を

1
月
か
2
月
に
実
施
し
、
ご
意

見
を
聞
く
こ
と
に
よ
り
魅
力
あ

る
観
光
商
品
を
作
り
上
げ
、
福

岡
、
北
九
州
、
山
口
、
広
島
県

等
へ
出
向
き
売
り
込
み
を
し
、

特
産
品
の
開
発
や
各
種
食
の
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
こ
れ
ら
と

体
験
を
リ
ン
ク
さ
せ
自
然
を
テ

ー
マ
に
核
を
中
心
に
コ
ン
セ
プ

ト
を
持
っ
た
観
光
誘
致
を
目
指

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

議
員　
「
弥
生
の
ム
ラ
」
で
実
習

品
や
女
性
や
子
供
を
対
象
に
し

た
お
土
産
を
販
売
し
た
ら
ど
う

か
。

教
育
次
長　

現
在
、
各
種
の
古
代

体
験
や
も
の
作
り
を
し
て
い
る

が
歴
史
体
験
学
習
館
の
中
で
の

土
産
品
販
売
は
現
時
点
で
は
難

し
い
で
す
。

議
員　
市
政
の
目
標
に
「
新
し
い

産
業
育
成
」
を
掲
げ
て
い
ま
す

が
進
歩
状
況
は
。

産
業
商
工
部
長　

５
月
１
日
に
産

業
振
興
課
が
発
足
し
、
産
業
の

振
興
に
ま
ず
七
島
イ
の
支
援
、

育
成
に
取
り
組
み
、
そ
の
他
農

林
水
産
加
工
品
を
は
じ
め
色
々

な
商
品
開
発
や
技
術
の
育
成
、

起
業
の
支
援
を
し
雇
用
を
増
や

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

議
員　
観
光
活
性
化
の
た
め
に
は

人
材
が
不
可
欠
だ
が
商
工
観
光

課
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
観
光
協
会

の
組
織
活
動
状
況
は
？

産
業
商
工
部
長　

市
の
重
要
な
セ

ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
と
認
識
し

「
来
て
よ
か
っ
た
。
」
「
も
う

一
度
来
た
い
。
」
と
い
っ
た
各

種
事
業
の
推
進
を
し
て
ま
い
り

た
い
。
観
光
協
会
で
は
商
工
観

光
課
の
職
員
が
兼
務
す
る
な
か

で
市
と
の
繁
密
な
連
携
を
と
り

な
が
ら
事
業
の
推
進
を
図
り
、

協
会
独
自
の
事
業
展
開
が
可
能

な
組
織
に
作
り
か
え
る
の
も
望

ま
し
い
と
思
い
ま
す
。

新
生
「
く
に
さ
き
観
光
」
の

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
は

 

―
人
材
の
育
成
、
資
源
の
掘
り
起
こ
し
、

　

特
産
品
や
食
の
開
発
が
必
要
で
す
―

秋國　良二 議員
（市民クラブ）
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消
防
署
本
部
建
設
位
置
に
つ

い
て

議
員　

空
港
前
の
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン

タ
ー
跡
地
に
安
岐
・
武
蔵
出
張

所
を
統
合
し
て
建
設
し
、
そ
の

二
階
部
分
に
本
部
機
能
を
移
転

す
る
こ
と
で
議
会
は
承
認
し
た

と
記
憶
し
て
い
る
が
ど
う
か
。

消
防
長　

平
成
１８
年
頃
か
ら
行
革

の
一
環
で
人
員
削
減
も
含
め
て

計
画
を
検
討
し
て
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

議
員　
当
初
、
有
線
回
線
で
緊
急

時
の
連
絡
網
と
計
画
し
て
い
た

こ
と
が
先
の
東
日
本
大
震
災
で

有
線
が
寸
断
さ
れ
て
連
絡
網
が

途
絶
え
た
た
め
に
今
回
、
無
線

の
使
用
に
計
画
変
更
に
な
っ
た

が
、
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
か
ら

国
東
、
国
見
、
姫
島
と
の
交
信

は
出
来
な
い
の
か
。

消
防
長　

無
線
は
両
子
山
に
中
継

局
を
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
電

波
試
験
で
は
届
か
な
い
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。

議
員　
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
の
各

所
か
ら
両
子
山
が
十
分
に
見
え

る
場
所
が
あ
る
が
、
何
故
、
電

波
が
届
か
な
い
と
い
う
の
か
。

消
防
長　

両
子
山
が
見
え
る
か
見

え
な
い
か
で
は
な
く
、
伝
搬
試
験

を
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
航
空

法
の
関
係
で
空
港
の
レ
ー
ダ
ー
か

ら
１
，
５
０
０
ｍ
以
内
の
建
築
に

つ
い
て
は
全
て
規
制
が
掛
か
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
極
端
に
高
い
ア

ン
テ
ナ
は
立
て
ら
れ
ま
せ
ん
。
し

た
が
っ
て
、
経
費
的
に
も
技
術
的

に
も
検
討
し
て
本
部
は
国
東
町
に

置
く
こ
と
で
計
画
を
進
め
て
い
ま

す
。

議
員　
町
村
合
併
時
を
振
り
返
り

た
だ
国
東
一
極
集
中
と
い
う
よ

う
な
考
え
方
は
改
め
、
市
民
の

思
い
を
十
分
に
考
え
た
ま
ち
づ

く
り
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

市
長　

消
防
署
の
件
は
、
今
回
の

震
災
が
な
け
れ
ば
計
画
ど
お
り

に
進
め
て
い
ま
し
た
。
無
線
が

届
か
な
い
と
い
う
技
術
的
な
問

題
で
の
変
更
で
あ
り
、
全
て
を

国
東
町
に
集
め
る
と
い
う
考
え

は
全
く
持
っ
て
い
ま
せ
ん
。

消
防
長　

消
防
体
制
に
つ
い
て
は

本
部
機
能
が
国
東
町
に
移
っ
て
も

直
接
市
民
の
皆
様
に
係
わ
る
消
防

隊
、
救
急
隊
、
救
助
隊
の
署
員
体

制
は
当
初
の
計
画
ど
お
り
で
す
。

市
民
の
方
々
に
は
不
便
を
掛
け

な
い
よ
う
に
努
め
ま
す
。

安岐武蔵消防署統合庁舎建設予定地

溝部　元生 議員
（無　会　派）

消
防
本
部
の
位
置
変
更
の理

由
は

 

―
東
日
本
大
震
災
と
大
津
波
被
害
で

再
検
討
し
ま
し
た
―
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地
域
商
店
街
の
活
性
化
に
つ

い
て

議
員　

長
引
く
景
気
低
迷
で
個
人

消
費
は
落
ち
込
み
、
少
子
高
齢

化
、
人
口
減
少
な
ど
で
今
、
市

内
の
商
店
街
の
あ
る
い
は
小
売

商
店
の
経
営
環
境
は
大
変
厳
し

い
も
の
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
国

東
市
の
職
員
の
給
与
の
一
部
を

地
元
で
利
用
で
き
る
商
品
券
で

支
給
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

副
市
長　

地
方
公
務
員
法
、
労
働

基
準
法
に
基
づ
き
通
貨
で
直
接

労
働
者
に
全
額
を
支
払
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
そ
の
一
部
を
商

品
券
と
い
う
形
で
支
給
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
　

た
だ
、
地
元
商
店
街
の
活
性

化
と
い
う
こ
と
で
地
域
経
済
に

貢
献
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う

気
持
ち
は
あ
り
ま
す
。
そ
う
い

っ
た
内
容
に
つ
い
て
、
過
去
に

も
同
じ
よ
う
な
趣
旨
の
取
り
組

み
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
旧

町
の
と
き
に
、
職
員
互
助
会
と

地
元
商
工
会
が
協
定
を
結
び
、

商
工
会
に
加
盟
し
て
い
る
各
店

に
お
い
て
使
用
で
き
る
商
品
券

を
互
助
会
の
会
員
が
購
入
す
る

取
り
組
み
が
あ
っ
た
と
聞
い
て

お
り
ま
す
。

　
　

ま
た
、
他
県
の
取
り
組
み
も

あ
る
の
で
参
考
に
し
て
、
ど
う

い
っ
た
取
り
組
み
が
で
き
る
の

か
職
員
互
助
会
ま
た
は
商
工
会

等
と
協
議
を
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

議
員　
全
国
の
自
治
体
の
中
で
は
、

平
成
１５
年
の
職
員
厚
生
会
と
職

員
労
働
組
合
が
商
工
会
議
所
と

「
あ
け
も
ど
ろ
那
覇
商
品
券
」

を
購
入
し
て
い
る
実
例
が
あ
り
、

こ
れ
は
、
職
員
組
合
約
３
，
０

０
０
人
が
２
ヶ
月
で
１
億
５
，

０
０
０
万
円
購
入
し
た
。

　
　
も
う
一
例
は
、
北
海
道
の
足

寄
町
役
場
職
員
組
合
で
１
７
３

人
が
給
与
の
３
％
を
積
み
立
て

て
商
品
券
を
購
入
、
２１
年
度
か

ら
継
続
し
て
ふ
る
さ
と
購
買
運

動
を
行
い
地
方
商
店
街
の
消
費

拡
大
に
大
い
に
貢
献
し
て
い
る
。

　
　
国
東
市
職
員
も
地
元
に
対
す

る
思
い
が
強
く
地
域
に
役
立
ち

た
い
と
願
っ
て
い
る
職
員
も
多

い
。
見
え
る
形
で
の
地
域
経
済

へ
の
貢
献
を
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
地
域
と
の
新
た
な
信
頼
が
生

ま
れ
て
く
る
こ
と
に
も
な
る
。

国
東
市
職
員
の
給
与
の
一
部
を

地
元
で
利
用
で
き
る
商
品
券
の

購
入
運
動
を
推
進
す
れ
ば
地
域

の
活
性
化
に
つ
な
が
る
の
で
は

な
い
か
。

副
市
長　

ど
う
い
っ
た
効
果
が
出

る
の
か
互
助
会
等
の
団
体
、
も

し
く
は
地
元
商
店
街
、
商
工
会

等
と
検
討
し
な
が
ら
や
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
た

だ
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
自
発

的
な
も
の
で
あ
り
、
強
制
と
い

う
こ
と
は
な
か
な
か
難
し
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

商
品
券
で
地
域
商
店
街
の活性

化
を

 

―
職
員
互
助
会
と
商
工
会
等
で協

議
し
た
い
―

伊牟田洋史 議員
（創　世　会）
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院
内
保
育
施
設
の
設
置
に
つ

い
て

議
員　

改
築
さ
れ
る
病
院
内
に
保

育
施
設
の
設
置
に
つ
い
て
、
隣

接
の
保
育
所
と
有
効
利
用
の
面

か
ら
協
議
し
再
考
は
願
え
な
い

か
。
ま
た
、
保
育
時
間
や
事
故

の
対
応
は
。

市
民
病
院
事
業
管
理
者　

政
府
通

達
文
書
等
で
も
院
内
保
育
施
設

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
誤
解

を
生
み
や
す
い
の
で
こ
こ
で

は
『
託
児
所
』
と
表
現
し
ま

す
。
託
児
所
は
、
地
域
交
流
等

の
大
会
議
室
横
に
併
設
し
ま

す
。
そ
の
中
で
、
０
歳
か
ら
１

歳
児
の
５
名
、
２
～
５
歳
児
の

１０
名
程
度
の
保
育
を
考
え
て
い

ま
す
。
女
性
医
師
や
国
東
市
外

に
在
住
す
る
職
員
も
受
け
入
れ

る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
託
児

時
間
は
朝
７
時
か
ら
夜
９
時
ま

で
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、
シ

ン
グ
ル
マ
ザ
ー
に
対
応
し
て
２４

時
間
託
児
も
必
要
に
な
る
こ
と

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
救

急
患
者
に
応
じ
て
２
時
間
延
長

や
育
児
休
業
が
終
わ
る
年
度
途

中
、
月
の
途
中
で
の
受
入
等
柔

軟
な
対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す
が
、

隣
接
す
る
市
保
育
所
で
は
困
難

で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
ま

た
、
外
部
委
託
で
専
門
業
者
に

お
願
い
す
る
し
か
な
く
経
費
的

に
も
安
く
な
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。
事
故
に
つ
い
て
も
業
務
と

の
契
約
に
妻
子
保
険
加
入
が
必

須
条
件
に
な
り
ま
す
。

議
員　
１
歳
か
ら
３
歳
児
の
一
番

大
事
な
時
期
に
き
ち
ん
と
し
た

保
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
な
か
で

育
て
て
あ
げ
ら
れ
る
方
が
良
い

と
思
わ
れ
る
が
。

市
長　

福
祉
事
務
所
と
病
院
と
協

議
し
、
公
営
保
育
所
で
は
職
員

数
、
経
費
面
等
で
無
理
だ
ろ
う

と
い
う
結
論
に
な
り
ま
し
た
。

地
域
医
療
に
お
い
て
一
番
大
事

な
こ
と
は
日
々
の
健
康
、
皆
さ

ん
の
健
康
と
病
気
の
場
合
の
措

置
の
問
題
で
す
が
、
現
実
に
整

形
外
科
も
産
婦
人
科
も
常
駐
の

先
生
が
い
ま
せ
ん
。
も
し
、
そ

の
先
生
方
に
来
て
も
ら
う
た
め

に
院
内
保
育
が
本
当
に
有
効
で

あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
も
ひ
と
つ

の
方
法
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。
小
さ
い
子
ど
も
が
い
て
、

女
性
の
お
医
者
さ
ん
が
仕
事
が

で
き
な
い
。
院
内
保
育
が
で
き

る
こ
と
に
よ
っ
て
常
駐
し
て
も

い
い
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、

そ
れ
は
大
き
な
こ
と
で
あ
り
ま

す
。
お
医
者
さ
ん
の
確
保
と
い

う
の
が
一
番
大
事
な
こ
と
で
す

の
で
、
そ
う
い
う
希
望
が
あ
る

の
で
あ
れ
ば
、
我
々
も
そ
れ
に

対
応
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

国東市民病院と安岐保育所

馬場　將郎 議員
（新　風　会）

院
内
保
育
施
設
の
再
考
を

 

―
医
師
、
看
護
師
確
保
の
た
めご

理
解
を
―



国東市議会だより　24号　⑳問質般一
●
集
落
応
援
隊
の
実
態

議
員　

小
規
模
集
落
の
数
、
応
援

隊
の
登
録
数
は
。

企
画
部
長　

小
規
模
集
落
は
21
集

落
で
、
応
援
隊
は
17
の
団
体
グ

ル
ー
プ
が
登
録
し
て
い
ま
す
。

要
請
の
あ
っ
た
地
区
と
活
動
内

容
は
、
国
見
町
西
方
寺
、
向
田
、

国
東
町
赤
松
、
岩
戸
寺
、
長
野
、

安
岐
町
諸
田
か
ら
要
請
が
あ
り
、

側
溝
土
砂
上
げ
、
河
川
、
水
路
、

道
路
、
林
道
の
草
刈
り
等
を
行

い
、
延
べ
19
団
体
、
82
名
の
応

援
隊
が
出
動
し
ま
し
た
。 

議
員　

こ
の
応
援
隊
の
草
刈
り
作

業
等
に
自
分
の
集
落
が
参
加
要

請
し
た
と
き
は
、
そ
の
地
区
の

職
員
も
参
加
す
る
よ
う
に
指
導

す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長　

自
分
の
集
落
が
応
援
要
請

し
た
場
合
は
、
常
識
あ
る
職
員

で
あ
れ
ば
必
ず
出
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。 

企
画
部
長　

職
員
は
小
規
模
集
落

応
援
隊
と
し
て
51
名
が
登
録
を

し
出
動
し
て
い
ま
す
。
職
員
に

は
地
元
の
作
業
は
も
ち
ろ
ん
、

他
集
落
の
応
援
に
も
積
極
的
に

参
加
す
る
よ
う
に
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。 

議
員　
今
後
、
集
落
応
援
隊
に
感

謝
状
を
贈
る
考
え
は
な
い
か
。 

企
画
部
長　

市
の
表
彰
条
例
に
よ

り
、
顕
著
な
実
績
が
認
め
ら
れ

る
応
援
隊
に
は
善
行
表
彰
を
考

え
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
出
会
い
の
場
を
企
画
し
て
は 

議
員　
若
い
世
代
の
結
婚
が
遅
い

の
も
少
子
化
の
原
因
の
一
つ
だ

と
思
わ
れ
る
。
市
は
企
業
、
建

設
業
界
青
年
部
、
漁
協
、
商
工

会
青
年
部
、
消
防
団
員
、
女
性

の
職
場
や
サ
ー
ク
ル
等
に
イ
ベ

ン
ト
の
企
画
を
も
っ
と
多
く
広

く
発
信
し
、
民
間
企
業
や
団
体

の
協
力
を
仰
ぎ
、
少
子
化
対
策

に
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。 

生
活
福
祉
部
長　

人
権
同
和
対
策

課
の
男
女
共
同
参
画
班
で
は
、

平
成
20
年
度
よ
り
年
４
回
程
度

「
彼
と
彼
女
の
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ

フ
講
座
」
を
開
催
し
、
男
女
共

同
参
画
の
学
習
や
調
理
実
習
な

ど
の
体
験
を
含
め
、
未
婚
者
の

出
会
い
の
場
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
13
回
開
催
、
延

べ
３
６
７
人
が
参
加
し
、
13
組

の
カ
ッ
プ
ル
が
誕
生
し
ま
し
た
。

少
子
高
齢
化
対
策
の
一
環
と
し

て
今
後
も
行
い
た
い
。

●
黄
色
い
旗
運
動
の
推
進 

議
員　
武
蔵
の
吉
広
地
区
が
地
域

の
高
齢
者
を
見
守
り
、
支
え
合

う
こ
と
で
始
め
た
黄
色
い
旗
運

動
は
、
テ
レ
ビ
、
コ
マ
ー
シ
ャ

ル
で
全
国
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

市
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
議
会
、

社
会
福
祉
協
議
会
と
連
帯
し
て

こ
の
運
動
を
推
進
し
て
い
く
の

か
。 

福
祉
事
務
所
長　

市
内
10
地
区
で

実
施
さ
れ
、
今
後
も
未
加
入
地

区
の
加
入
を
推
進
し
て
い
き
た

い
。
こ
の
黄
色
い
旗
運
動
が
全

国
に
Ｐ
Ｒ
さ
れ
た
こ
と
は
大
変

あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。

少
子
社
会
・
高
齢
化
集
落
へ
の

対
応
は

 

―
集
落
応
援
隊
、
黄
色
い
旗
運
動
の

推
進
を
図
り
ま
す
―

元永　安行 議員
（新　世　会）



�　国東市議会だより　24号 問質般一
●
学
校
教
育
に
つ
い
て

議
員　

４
月
か
ら
新
し
く
な
っ
た

小
学
校
の
学
習
指
導
要
領
の
状

況
と
問
題
点
は
。

教
育
長　

２１
年
度
か
ら
２
年
間
で

授
業
日
数
が
１
・
２
年
生
は
週

１
時
間
ず
つ
増
や
す
取
り
組
み

で
す
。
特
に
、
１
年
生
は
４

月
・
５
月
は
精
神
に
も
体
力
的

に
も
疲
れ
が
あ
り
、
保
護
者
と

連
絡
を
密
に
し
て
子
ど
も
た
ち

の
様
子
を
観
察
し
段
階
的
に
慣

れ
さ
せ
る
よ
う
に
指
示
し
て
き

た
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
外
国

語
活
動
も
導
入
さ
れ
る
５
年
・

６
年
は
年
間
３５
時
間
の
授
業
が

行
わ
れ
ま
す
の
で
外
国
語
指
導

助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
を
小
学
校
に

２
回
か
ら
５
回
の
派
遣
を
行
っ

て
き
て
い
ま
す
。

議
員　
主
な
改
定
の
中
で
道
徳
の

一
層
の
充
実
と
い
う
項
目
が
あ

る
が
、
そ
れ
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。

学
校
教
育
課
長　

体
験
活
動
の
中

で
、
事
前
事
後
の
活
動
と
し
て

位
置
付
け
た
道
徳
教
育
の
実
践

を
現
場
で
行
っ
て
い
ま
す
。

議
員　
中
学
校
の
部
活
動
の
土
日

等
の
活
動
、
市
外
へ
の
移
動
の

責
任
の
所
在
は
。

教
育
長　

輸
送
中
の
事
故
に
つ
き

ま
し
て
は
、
運
転
手
に
も
一
定

の
責
任
が
課
せ
ら
れ
ま
す
。
教

育
活
動
の
一
環
で
も
あ
り
ま
す

の
で
今
後
、
何
ら
か
の
方
策
を

講
じ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員　
部
活
動
に
係
わ
る
備
品
や

消
耗
品
費
は
予
算
化
で
き
な
い

か
。

教
育
次
長　

部
単
位
の
予
算
化
は

難
し
い
と
考
え
ま
す
。
た
だ
、

１０
月
末
に
教
材
備
品
に
つ
い
て

学
校
と
の
予
算
協
議
が
あ
り
ま

す
の
で
十
分
検
討
し
予
算
化
で

き
る
も
の
は
実
施
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

●
旧
国
東
中
学
校
の
跡
地
を
有

効
活
用
に
つ
い
て

議
員　
鶴
川
台
地
の
環
境
は
高
台

に
あ
り
旧
国
東
中
学
校
跡
地
は

面
積
も
広
い
。
こ
こ
の
消
防
本

部
を
建
設
し
て
は
ど
う
か
。

市
長　

商
店
街
の
活
性
化
は
で
き

な
い
も
の
か
と
強
く
感
心
を
持

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
　

跡
地
に
つ
き
ま
し
て
は
、
標

高
が
１１
ｍ
で
あ
り
市
有
地
で
も
あ

り
ま
す
の
で
候
補
地
の
一
つ
で

あ
り
ま
す
が
、
幹
線
道
路
へ
の

ア
ク
セ
ス
に
問
題
が
あ
り
ま
す
。

議
員　
地
元
の
協
力
、
誘
致
が
あ

れ
ば
実
現
は
可
能
か
。

市
長　

候
補
の
一
つ
に
入
っ
て
い

ま
す
。

消
防
庁　

大
変
広
い
土
地
で
す
。

高
さ
も
１１
ｍ
。
無
線
の
構
築
に

つ
い
て
大
変
い
い
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
鶴
川
か
ら
田
深
の
範
囲

内
の
中
で
高
台
と
い
う
こ
と
で

検
討
中
で
す
。

旧
国
東
中
学
校
跡
地
の
活
用
と

鶴
川
台
地
を
よ
み
が
え
ら
せ
な
い
か

 

―
地
元
商
店
街
の
活
性
化
に
向
け
た

利
用
に
つ
い
て
常
に
考
え
て
い
ま
す
―

堤　康二郎 議員
（創　世　会）

国東中学校跡地



国東市議会だより　24号　�問質般一
●
小
中
一
貫
教
育
に
つ
い
て

議
員　

先
般
、
秋
田
県
秋
田
市
、

東
京
三
鷹
市
の
先
進
地
視
察
を

終
え
、
学
力
の
向
上
や
中
一
ギ

ャ
ッ
プ
の
解
消
、
不
登
校
や
保

健
室
登
校
の
解
消
、
そ
し
て
地

域
と
一
体
と
な
っ
た
教
育
環
境
、

学
校
の
運
営
に
は
小
中
一
貫
教

育
の
考
え
の
取
り
組
み
が
大
き

な
成
果
を
与
え
、
実
現
に
大
き

く
前
進
す
る
も
の
と
確
信
し
た

が
、
教
育
委
員
会
の
考
え
は
。

教
育
長　

大
分
県
を
含
め
、
全
国

的
に
小
中
一
貫
教
育
に
取
り
組

ん
で
い
る
市
町
村
は
あ
り
ま
す

が
、
国
東
市
の
現
状
か
ら
東
京

都
三
鷹
市
の
方
式
で
小
中
一
貫

教
育
に
取
り
組
ん
で
い
く
と
い

う
こ
と
は
、
い
ろ
ん
な
観
点
か

ら
見
て
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

制
度
が
始
ま
っ
て
か
ら
間
も
な

い
わ
け
で
あ
り
、
県
内
に
も
小

中
一
貫
校
、
連
携
校
も
あ
り
ま

す
か
ら
そ
れ
ら
の
学
校
の
成
果

と
か
問
題
点
を
十
分
に
見
極
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

学
校
教
育
課
長　

本
市
に
お
い
て

学
期
に
１
度
、
小
中
学
校
の
先

生
が
集
ま
り
小
学
校
の
実
態
や

生
徒
の
実
態
等
の
情
報
交
換
を

し
て
生
活
指
導
の
あ
り
方
に
つ

い
て
十
分
論
議
を
し
、
小
中
通

し
た
共
通
の
指
導
項
目
を
立
て

て
い
ま
す
。

●
地
産
地
消
と
学
校
給
食
の
統

一
に
つ
い
て

議
員　
合
併
以
来
５
年
半
が
経
過

し
、
学
校
給
食
の
地
産
地
消
の

取
り
組
み
や
農
業
振
興
策
と
し

て
学
校
給
食
以
外
に
も
市
民
病

院
や
福
祉
施
設
に
働
き
か
け
地

産
地
消
を
推
進
で
き
な
い
か
。

ま
た
、
給
食
の
メ
ニ
ュ
ー
は
統

一
で
き
な
い
か
。

教
育
次
長　

市
内
４
ヶ
所
の
給
食

セ
ン
タ
ー
は
、
旧
町
の
施
設
を

引
き
継
い
で
お
り
調
理
に
掛
か

る
時
間
、
調
理
量
も
施
設
ご
と

に
違
い
が
あ
る
た
め
メ
ニ
ュ
ー

の
統
一
は
難
し
い
が
、
今
後
、

学
校
給
食
の
公
平
性
を
保
つ
観

点
か
ら
給
食
運
営
委
員
会
で
協

議
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

産
業
商
工
部
長　

昨
年
５
月
に
設

立
し
た
学
校
給
食
安
全
・
安
心

農
産
物
供
給
推
進
協
議
会
の
な

か
で
協
議
を
し
て
い
ま
す
。
こ

の
組
織
は
市
役
所
の
関
係
各
課
、

Ｊ
Ａ
、
道
の
駅
、
里
の
駅
の
農

産
物
販
売
所
お
よ
び
生
産
者
の

代
表
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
学

校
給
食
、
市
内
の
老
人
福
祉
施

設
お
よ
び
病
院
等
に
つ
い
て
も

販
売
所
か
ら
供
給
し
て
い
ま
す
。

　
　

給
食
セ
ン
タ
ー
だ
け
を
み
る

と
年
間
使
用
量
の
１９
・
８
％
に

過
ぎ
ず
、
今
後
さ
ら
に
生
産
者

の
拡
大
や
供
給
量
の
拡
大
を
図

る
た
め
、
役
所
の
所
管
を
越
え

た
部
署
で
の
シ
ス
テ
ム
の
構
成

が
で
き
る
よ
う
調
査
し
、
報
告

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

統
廃
合
が
進
む
な
か
で

小
中
一
貫
教
育
は

 

―
現
時
点
で
は
実
施
は
難
し
い
が

小
中
学
校
の
連
携
は
深
め
た
い
―

野田　忠治 議員
（新　世　会）
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委
員
長
　
堤
　
康
二
郎

　

当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
議
案
３
件
、

請
願
１
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
去
る
９
月
２１

日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
関
係
部
長
・
関
係

課
長
の
出
席
説
明
を
求
め
慎
重
に
審
査
し
ま

し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
平
成
23
年
度
国
東
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
の
関
係
部
分
、

平
成
23
年
度
国
東
市
立
国
東
自
動
車
学
校
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）、
国
東
市
ケ

ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
施
設
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て
、
地
方
財
政
の
充
実
強
化
を
求
め
る
意

見
書
採
択
に
つ
い
て
は
原
案
ど
お
り
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　

各
議
案
と
も
、
採
決
に
あ
た
り
討
論
は
な

く
、
全
員
異
議
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

❖

総

務

委

員

会

❖

委
員
長
　
野
田
　
忠
治

　

当
委
員
会
は
、
去
る
９
月
２２
日
に
開
催
し

審
査
を
し
ま
し
た
。

　

そ
の
う
ち
、
平
成
２３
年
度　

国
東
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
で
の
歴
史
体
験

学
習
館
太
陽
光
発
電
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
導
入
工
事

設
計
委
託
料
お
よ
び
、
同
工
事
費
に
つ
い
て
、

本
来
、
主
幹
で
あ
る
生
活
福
祉
部
が
提
出
議

案
の
説
明
お
よ
び
質
疑
を
受
け
る
べ
き
と
こ

ろ
、
同
事
業
を
実
施
す
る
教
育
委
員
会
の
み

が
説
明
お
よ
び
質
疑
を
受
け
る
と
い
っ
た
事

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
提
案

し
た
担
当
部
署
が
詳
細
説
明
お
よ
び
質
疑
を

受
け
る
べ
き
で
あ
り
、
必
要
が
あ
れ
ば
事
業

実
施
す
る
担
当
者
を
説
明
者
と
し
て
同
席
す

べ
き
と
指
摘
を
し
ま
し
た
。

　

慎
重
審
査
の
結
果
、
今
回
付
託
を
受
け
ま

し
た
議
案
６
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
い
ず
れ

も
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。

❖
文
教
厚
生
委
員
会
❖

委
員
長
　
松
本
　
剛
弘

　

当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
議
案
５
件

に
つ
き
ま
し
て
は
、
去
る
９
月
２２
日
に
委
員

会
を
開
催
し
、
関
係
部
長
・
関
係
課
長
の
出

席
説
明
を
求
め
慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
結
果
、

各
議
案
と
も
、
採
決
に
あ
た
り
討
論
は
な
く
、

全
員
異
議
な
く
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
平
成
２２
年
１２
月
定
例
会
に
お
き
ま

し
て
、
継
続
審
査
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
請

願
第
１３
号
「
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
協
定
交
渉
へ
の
参
加
反
対
を

求
め
る
請
願
書
」
及
び
、
請
願
第
１４
号
「
Ｔ

Ｐ
Ｐ
の
参
加
に
反
対
す
る
請
願
」
に
つ
き
ま

し
て
審
査
し
ま
し
た
。
国
の
具
体
的
な
方
針

等
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
す
が
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
す
れ
ば
第
１
次
産
業
が
主
体

の
国
東
市
に
お
い
て
も
壊
滅
的
な
打
撃
を
受

け
る
だ
ろ
う
と
の
判
断
か
ら
、
本
請
願
を
採

択
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

❖
産
業
建
設
委
員
会
❖
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文
教
厚
生
常
任
委
員
会

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

学
校
等
施
設
訪
問
報
告

委
員
長　

野
田　

忠
治

　

８
月
23
日
か
ら
25
日
ま
で
秋
田
県

秋
田
市
と
東
京
都
三
鷹
市
へ
行
政
視

察
を
行
い
ま
し
た
。

　

秋
田
市
で
は
、
「
学
力
向
上
の
取

り
組
み
」
に
つ
い
て
視
察
を
行
い
ま

し
た
。
全
国
学
力
学
習
状
況
調
査
で

常
に
上
位
３
位
ま
で
に
格
付
さ
れ
る

秋
田
市
は
、
主
な
取
り
組
み
と
し
て

「
小
中
一
貫
し
た
考
え
に
立
っ
た
教

育
の
充
実
」
や
独
自
分
析
・
研
究
を

行
い
質
の
高
い
教
員
研
修
を
小
中
合

同
で
実
施
し
て
い
ま
し
た
。

　

家
庭
学
習
も
子
ど
も
た
ち
自
ら
宿

題
、
予
習
・
復
習
に
取
り
組
み
「
そ

れ
が
当
た
り
前
」
と
捉
え
て
、
保
護

者
も
学
習
環
境
を
守
る
た
め
規
則
正

し
い
日
常
生
活
が
出
来
る
よ
う
努
め

て
い
る
家
庭
環
境
が
あ
る
な
ど
、
行

政
・
教
育
現
場
・
生
徒
の
「
学
習
に

対
す
る
意
識
の
違
い
」
に
は
考
え
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

三
鷹
市
で
は
、｢

地
域
連
携
型
小

中
一
貫
教
育｣

に
つ
い
て
視
察
を
行

　

７
月
12
日
、
14
日
、
８
月
２
日
の

３
日
間
で
国
東
市
内
の
厚
生
、
福

祉
、
学
校
施
設
の
訪
問
を
行
い
ま
し

た
。
例
年
、
学
校
訪
問
の
み
で
し
た

が
、
今
年
度
は
文
教
厚
生
委
員
会
が

管
轄
す
る
部
署
の
代
表
的
な
施
設
の

状
況
を
確
認
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

厚
生
施
設
で
は
、
し
尿
処
理
場
施

設
が
老
朽
化
し
稼
働
率
が
１
０
０
％

を
超
え
て
い
る
状
況
で
し
た
が
、
安

岐
・
武
蔵
の
浄
化
処
理
施
設
の
稼
働

状
況
と
人
口
動
態
を
勘
案
し
て
も
実

績
数
値
に
あ
ま
り
変
動
が
な
い
こ
と

か
ら
早
急
に
精
査
す
る
よ
う
に
求
め

ま
し
た
。
ま
た
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
に
お
け
る
ゴ
ミ
分
別
作
業
の
委
託

内
容
に
つ
い
て
も
精
査
す
る
よ
う
求

め
ま
し
た
。

　

葬
祭
場
に
つ
い
て
は
、
近
隣
市
町

村
と
の
火
葬
料
の
比
較
を
行
い
今
後
、

料
金
の
改
正
を
検
討
す
る
よ
う
求
め

ま
し
た
。

　

福
祉
施
設
で
は
、
保
育
所
と
幼
稚

園
の
適
正
な
人
員
配
置
等
の
見
直
し

に
つ
い
て
求
め
ま
し
た
。
ま
た
、
姫

い
ま
し
た
。

　

三
鷹
市
は
、
条
例
で
学
校
を
核
と

し
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を

推
進
し
、
既
存
の
小
・
中
学
校
を
活

用
し
て
各
中
学
校
区
を
学
園
と
し
た

小
・
中
学
校
９
年
間
の
一
貫
教
育
に

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
域
や
保
護
者
等
が
学
校

運
営
に
参
画
し
て
地
域
行
事
等
へ
の

子
ど
も
や
教
員
の
参
加
に
よ
り
地
域

と
と
も
に
子
ど
も
た
ち
を
育
て
て
い

る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

両
市
と
も
、
行
政
、
教
育
、
地
域

が
一
体
と
な
っ
た
積
極
的
な
取
組
が

印
象
的
で
し
た
。
今
後
の
国
東
市
政

に
反
映
さ
せ
て
い
く
べ
く
、
参
考
に

な
る
こ
と
が
大
変
多
い
視
察
で
し
た
。三鷹市議会にて

訪問の様子（伊美小学校）

見
苑
、
く
み
に
苑
の
建
物
内
部
を
回

り
な
が
ら
災
害
時
の
避
難
経
路
の
確

認
等
を
行
い
ま
し
た
。

　

学
校
施
設
で
は
、
武
蔵
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
の
施
設
状
況
に
つ
い
て
、

安
全
面
、
衛
生
面
の
観
点
か
ら
今
度

の
対
応
に
つ
い
て
早
期
検
討
を
す
る

よ
う
に
求
め
ま
し
た
。

　

な
お
、
小
・
中
学
校
に
つ
い
て
は
、

課
題
や
特
色
あ
る
取
り
組
み
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

　

生
活
に
関
係
す
る
施
設
ば
か
り
で

す
が
、
改
め
て
状
況
を
確
認
す
る
と

検
討
す
べ
き
課
題
が
山
積
し
て
お
り
、

行
政
に
携
わ
る
者
と
し
て
今
後
の
政

策
・
支
援
を
ど
う
行
う
べ
き
か
早
急

か
つ
真
剣
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

行
政
視
察
レ
ポ
ー
ト
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議
会
運
営
委
員
会

委
員
長　

松
本　

剛
弘

　

７
月
11
日
か
ら
13
日
ま
で
、
山
形

県
上
山
市
役
所
と
宮
城
県
石
巻
市
へ

行
政
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

上
山
市
で
は
「
有
害
鳥
獣
対
策
」

に
つ
い
て
視
察
し
ま
し
た
。

　

上
山
市
で
は
、
有
害
鳥
獣
対
策
専

門
員
を
1
名
設
置
し
て
い
て
、
こ
の

有
害
鳥
獣
専
門
員
か
ら
の
情
報
や
指

導
に
よ
る
追
い
払
い
対
策
が
功
を
奏

し
、
被
害
状
況
が
減
少
し
て
き
て
い

ま
す
。

　

有
害
鳥
獣
対
策
は
、
有
害
鳥
獣
を

捕
獲
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
が
、
捕

獲
に
よ
っ
て
駆
除
し
て
も
す
ぐ
に
他

所
か
ら
集
ま
っ
て
き
ま
す
。
捕
獲
を

し
な
が
ら
、
自
衛
手
段
を
講
じ
な
が

ら
、
生
息
調
査
を
す
る
な
ど
、
多
角

的
な
対
策
を
継
続
す
る
こ
と
が
必
要

だ
と
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

有
害
鳥
獣
の
種
類
は
違
い
ま
す
が
、

国
東
市
に
お
い
て
も
大
変
参
考
に
な

る
と
思
わ
れ
ま
し
た
。

　

石
巻
市
で
は
、
今
後
30
年
以
内
に

60
％
の
確
立
で
発
生
す
る
で
あ
ろ
う

と
予
測
さ
れ
て
い
る
大
地
震
「
東
南

委
員
長　

清
國　

仁
士

　

８
月
30
日
か
ら
31
日
ま
で
、
高
知

県
土
佐
清
水
市
へ
「
市
議
会
基
本

条
例
の
制
定
」
に
つ
い
て
行
政
視

察
を
行
い
ま
し
た
。
土
佐
清
水
市

は
、
市
民
が
自
由
に
議
会
に
参
画
で

き
る
「
開
か
れ
た
議
会
」
を
目
指
し
、

「
議
会
基
本
条
例
」
を
制
定
し
ま
し

た
。
こ
の
条
例
の
制
定
ま
で
の
過
程

や
取
組
み
を
中
心
に
、
研
修
会
を
行

い
ま
し
た
。

　

議
会
基
本
条
例
は
、
「
開
か
れ

た
議
会
」
、
「
自
立
し
た
議
会
」
、

「
効
率
的
な
議
会
」
を
目
的
と
し
、

議
会
運
営
や
議
会
の
役
割
を
き
ち
ん

と
整
理
し
、
明
確
に
す
る
こ
と
で
、

市
民
に
見
え
る
議
会
、
信
頼
で
き
る

議
会
を
目
指
す
も
の
で
す
。

　

議
会
基
本
条
例
を
、
住
民
に
周
知

し
、
そ
の
内
容
を
理
解
し
て
も
ら
う

に
は
、
数
多
く
の
説
明
会
を
積
み
重

ね
て
、
制
定
ま
で
の
議
会
の
真
摯
な

取
組
み
が
大
変
重
要
で
あ
る
と
教
え

ら
れ
ま
し
た
。

　

国
東
市
議
会
で
は
、
議
会
改
革
調

査
特
別
委
員
会
で
「
開
か
れ
た
議

海
・
南
海
地
震
」
に
備
え
、
被
災
状

況
を
直
に
見
て
お
く
必
要
が
あ
る
と

の
思
い
か
ら
東
日
本
大
震
災
の
被
災

状
況
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

現
地
で
は
、
町
全
体
を
包
む
異
臭

と
被
害
の
す
ご
さ
に
圧
倒
さ
れ
る
ば

か
り
で
し
た
。
津
波
に
襲
わ
れ
、
家

屋
が
倒
壊
又
は
流
さ
れ
て
何
も
な
い

土
地
が
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
い
る
状

況
を
み
る
と
、
改
め
て
被
害
の
甚
大

さ
を
感
じ
、
津
波
被
害
の
怖
さ
を
感

じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
、
津
波
被
害
対
策
及
び
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
確
保
の
為
の
対
策
等
を
十

分
検
討
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
思

わ
れ
ま
す
。

会
」
を
目
指
し
、
８
月
に
議
会
報
告

会
を
初
め
て
開
催
し
た
と
こ
ろ
で
す

が
、
土
佐
清
水
市
議
会
の
条
例
制
定

ま
で
の
熱
意
と
、
そ
の
精
神
に
深
い

感
銘
を
受
け
ま
し
た
。　
　
　

　

当
委
員
会
も
、
今
回
の
研
修
を
契

機
に
、
議
員
同
士
の
議
論
を
重
ね
、

一
方
で
市
民
と
会
話
を
重
ね
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
学
び
ま
し
た
。

上山市議会にて

土佐清水市議会にて
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議会報告会を開催しました

開催日と状況
・８月１７日（水）
　国見生涯学習センターみんなんかん

参加者　２７人
・８月１９日（金）
　武蔵保健福祉センター

参加者　４０人
・８月２２日（月）
　国東市役所安岐総合支所

参加者　５７人
・８月２６日（金）
　アストくにさきマルチホール

　　　　　　　　参加者　３７人

総勢　１６１人

　平成23年8月17日（水）から26日（金）にかけて市内4会場で議会報告会を開催し、総
勢１６１名の方にご来場いただきました。 議会の活動状況をきちんと説明すると同時に、
開かれた議会を目指すことを目的とした報告会では、議会のしくみなどを説明後、意
見交換会が行われ皆さんから多くの意見交換が行われました。
　【報告内容】
　　・国東市議会のしくみと仕事
　　・平成23年度国東市予算の状況
　　・６月定例会の審議内容について

　議会報告会においていただいたご質問、ご意見の回答、アンケート内容につきまし
ては後日、別紙にて報告します。（行政区回覧にて）
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議案等議決結果一覧
―平成２３年第３回定例会―

【市長提出議案】

■平成22年度一般会計歳入歳出決算の認定について…………………………………………………認定

■平成22年度各特別会計歳入歳出決算の認定について(13件)………………………………………認定

■平成23年度一般会計補正予算…………………………………………………………………………可決

■平成23年度各特別会計補正予算(10件)………………………………………………………………可決

■国東市ケーブルテレビ施設条例の一部改正について………………………………………………可決

【議員発議】

■東九州自動車道北九州～大分～宮崎間の平成26年度までの

　全線開通を求める意見書について…………………………………………………………………可決

■地方財政の充実・強化を求める意見書について…………………………………………………可決

■環太平洋パートナーシップ（ＴＰＰ）協定交渉への

　参加反対を求める意見書について…………………………………………………………………可決

【請願】

■地方財政の充実強化を求める意見書採択について………………………………………………採択

【平成22年１２月議会からの継続（請願）】

■環太平洋パートナーシップ（ＴＰＰ）協定交渉への参加反対を

　求める請願……………………………………………………………………………………………採択

■ＴＰＰの参加に反対する請願………………………………………………………………みなし採択

―平成２３年第３回臨時会（８月）―
【市長提出議案】

■専決処分の承認を求めることについて（１件）…………………………………………………承認

■物品購入契約の提携について………………………………………………………………………可決

【議員発議】

■上関原子力発電所建設計画に関する意見書について……………………………………………可決
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９
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日
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日
に
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原
総
合
運
動
公
園
で

第
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第64回県体議員ソフト　第3位

＝市議会の虚礼廃止にご協力を＝
年末年始にかけて、お歳暮や年賀状を出す機会が多い季節ですが、議員
が答礼として直筆で出すこと以外は公職選挙法で禁止されています。市
民の皆様のご理解・ご協力をお願いします。

私達の議会を

見に行こう！
次回定例会の開催予定は、

１２月初旬です。
傍聴を希望される方は、議会事務局まで

ご連絡を、また、当日の受付も行ってい

ます。

☎0978-７２-５１９６（直通）

　「弥生のムラ」安国寺集落遺跡公園では、古代の歴史・生活・文
化の体験を通じて昔からの智恵や身近な技術・化石燃料に頼らない
生活を学ぶことが出来ます。
　今年も９月４日に「くにさき古代祭り 2011」が開催され、古代体
験のひとつ「火おこし体験」にも、多くの子どもたちが参加してい
ました。見守る保護者も次第に熱中し煙が出てくると、親子で「わ
ぁ、火がついた。」とにぎやかに歓声をあげていました。


